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Zikomo kwambiri! 

 

 

Welcome to the World of Sign Language! 
 Muli Bwanji(ムリブワンジ)？2月もあっという間に終わっていまい、ザンビア生活も残りわずかです。最

近は思い出づくりに勤しんでいます。先日、ザンビア生活の集大成と言っても過言ではないイベントを開き

ました。ザンビア人の友人と開く第二弾映画観賞会です。今回は 2 days 開催で、ざっくり言うと１日目は

大人向け、2日目は子ども向けです。 

 １日目では、手話やろう文化、また本当の意味で”聞く”とはどういう

ことなのかを考えてもらいたく、”Sound of Metal”という映画をチ

ョイスしました。会の始めには、映画に出てくる単語を扱い簡単な手

話講座を。そして鑑賞後にはディスカッションタイムを設けました。デ

ィスカッションタイムではろう者・聴者関係なく交流してもらい、最後

には何人かに意見を発表してもらいました。「ろう者も聴者もみんな

同じ」「耳が聞こえないということは悲しいことじゃない」「ろう文化

に触れることができてよかった」などのコメントをもらい、初めて会う

人ばかりのイベントで、さらに人前でろう者・聴者、国籍関係なく意

見をシェアする参加者の姿を見て、感動してしまいました。隊員や友達、友達の友達など、たくさんの人に来

ていただき、ザンビアで出会えた大切な人たちのおかげで、温かく感動的な会になりました。 

 2 日目は、毎週通っている教会にゲストを招待し、教会のプログラムの

後にチャップリンを鑑賞しました。教会のメンバーも日本人のゲストがた

くさん来るということで、とても喜んでいました。教会のプログラムには、

初めて来た人が自己紹介をする時間があるのですが、ゲストにはそれぞ

れ自分の名前の手話に挑戦してもらいました。後日会った人に「名前の

手話まだ覚えてるよ！」と言っていただき嬉しかったです。教会に通う子ど

もたちのほとんどが配属先の生徒なのですが、毎日のように「今週映画

だよね」と伝えてくれていて、映画鑑賞も楽しんでくれてよかったです。 

 映画観賞会の企画は Deaf の子どもたちに楽しんでもらいたいという想いから始まりましたが、聴者の方

にも手話やろう文化を身近に感じてもらえる企画になりました。私自身も日本ではあまり聴覚障害を持つ方

との関わりがありませんでしたが、「海外の人と話したいから英語を学ぶ」のと同じように「ろう者の方と話

したいから手話を学ぶ」ことを、隊員活動を通じてより多くの人に感じてもらえたら嬉しいです。 
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ザンビア人、日本語がうますぎる。 
 活動外の活動として、放課後にザンビア大学で日本語を教えてい

ました。実は、ザンビア大学には日本語教育という職種の協力隊員

がいて、日本語を教えています。そこで、メインのコースではないクラ

スで計3クラス担当させてもらい日本語を教えていました。対面のコ

ースとオンラインコースがあり、ザンビア大学の学生さんだけでなく、

一般の人も参加可能です。 

ニャンジャ語の母音は日本語と同じ aeiou なので、ザンビア人の

日本語の発音はとっても綺麗で、覚えも早いです！日々生活していると、日本の知名度はまだまだ低いなと

感じることがありますが、日本のアニメはやっぱりすごいですね。生徒さんのほとんどがアニメ好きで、アニ

メのフレーズからすでに知っている単語があったり、「俺ら」と「私たち」は何が違いますか？などの質問が

飛んでくることがあります。 

ちなみに、アニメ好きの海外の人からはじめましてなのに、「久しぶりだな」と日本語で言われることがあ

るのですが、街を歩いていると、どこかで見たことがあるな〜と思っていた人から「久しぶりだな」と言われ

ました。よくよく見たら、オンラインで日本語を教えていた生徒さんで、本当に久しぶりに会ったので、初めて

「久しぶりだな」が正しく使われていて感動しました。（笑）ただ、対面で会ったのは初めてだったので、「初

めまして」も正解なのでしょうか。(笑)日本語って難しいですね。 

Explore Zambia -Kasanka Nationak Park -  

  カサンカ国立公園はルサカから車で 9 時間ほどのところにあるザンビアで一番

小さな国立公園です。ここの魅力は何と言っても 10 月～12 月限定で見られるフ

ルーツコウモリの大移動です！この時期になると、ウォーターベリーやマンゴーを食

べにコンゴからコウモリの大群が来ます。 

早朝・夕方になると活発になるコウモリたちが一斉に動き出し、おびただしい数のコウモリの群れが見られ

るのです。広い空を朝日や夕日に照らされたコウモリたちが飛んでいて、壮大な自然を感じました。 

 注意点としては、コウモリを見るスポットではコウモリのフンが落ちてくる可能性があります。感染症の恐れ

があるので、傘をさすなどの対策が必要です。 

 宿泊したロッジは国立公園内にあるので、チェックインしたら基本的にはチェックアウトまで外には出ませ

ん。そのため国立公園内にあるロッジは 3食付きの場合が多いです。早朝、夕方以外はロッジでゆっくり過

ごしました。壮大な景色とともに朝日が昇るのを見るの、最高すぎませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロッジからの朝日 
この黒いのが全部コウモリです！！ 


